
第５５回茨城県障害者技能競技大会 

【ビルクリーニング競技課題】 

 

 

 

◎一般的な注意事項 

１．課題には、時間が定められています。 

所要時間：１０分以内 

２．使用する資機材は、支給されたもの以外は使用できません。 

３．競技採点は、作業準備、作業動作（手順）、挨拶、後始末、全体評価、作業時間

の６面から審査し、加点方式によって行われます。 

４．作業に適した服装をしてください。 

５．作業開始の指示は審査員が行います。「始めます」、「終わりました」の申告は、

競技者自身で行ってください。 

６．所要時間が過ぎても作業は完成させることにします。 

 

 

 

 

◎課題：弾性床清掃 

１．作業面積は１６㎡（４ｍ×４ｍ）とし、アルミ枠により区画されたものとしま

す。 

２．床材質は塩化ビニール系の長尺シートの床面とします。 

３．床面の掃き・拭き作業です。 

４．作業に使用する色々な資機材・消耗品は、過不足無く準備されているか点検し

てください。 

５．モップの柄は長さが調節できるので、作業前に自分で操作しやすい長さに調節

してください。 

６．乾式モップ用ダストクロスは競技者が作業前に取り付けて点検してください。 

７．床のゴミは「おがくず」とし５０ｍℓ程度をまいたものとします。 

８．アルミ枠により区画された上には壁があるものとして作業を行ってください。 

９．作業場所にある机は移動させないでください。 

１０．使用した資機材は、指定された場所へ片付けてください。 

 

 

 

 

 



課題：弾性床清掃及び机上清掃（作業時間：１０分） 

作業仕様 

作業手順 作業方法 着眼点 備考 

資機材を準備する 

作業に必要な資機材はすで

に会場に準備されている。 

（必要な資機材及び数量は

資機材一覧表を参照のこ

と。） 

① モップ柄の長さを調整

し、カートの所定の場所

にセットする。 

② ダストクロスを乾式モ

ップヘッド（以下ヘッ

ド）に装着し、カート上

部に置く。 

資機材が過不足無

く準備されている

か点検し、異常があ

れば申し出る。 

資機材の点検終了

後、係員の指示に

従い所定の位置に

立つ。 

競技開始の挨拶 

所定の位置に立ち、競技委

員の始めの合図で、「始めま

す」と挨拶を行い、競技を開

始する。 

片手を挙げ、一礼す

る。 

作業開始を申告す

る。 

作業準備 

カートを保管場所から作業

場所の近くへ移動（１台分）

し、作業表示板を立てる。 

作業表示板は、作業

の邪魔にならず通

行人からよく見え

る場所に立てる。 

幅木枠のコーナー

部分に当たらない

程度に間隔を空け

て立てる。 

入室の挨拶 
入り口にて、室内に向かっ

て入室の挨拶を行う。 

「失礼します」と一

礼して入室する。 

 

イス上げとゴミ処

理 

(1) イスを上げる 

(2) ゴミの回収 

(3) ゴミ袋のセット 

① 作業前にイスを机上に

上げる。 

② ゴミ箱にセットされて

いるビニール袋を回収

する。 

③ 回収したビニール袋を

カートの袋の中に入れ

る。 

④ ビニール袋の替袋を取

り出し、ゴミ箱にセット

する。 

⑤ ゴミ箱を机上に上げる。 

 

 

・机は動かさない。 

・イスは机からはみ

出さないように

正しくのせる。 

・ビニール袋を正し

くセットする。 

・ゴミ箱は机からは

み出さないよう

に正しくのせる。 

 



除塵作業 

（乾式モップ） 

 

① ダスタークロスを装着

したヘッドはコート入

口の養生マットの上で

モップの柄にセットす

る。 

② 乾式モップで、外から入

ロを除塵し、入室する。 

 

 

 

③ 室内での作業手順は、乾

式モップ作業手順（別紙

２）のとおり行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ゴミは前進しながら出

口に向かって 1 箇所に

集める。 

⑤ ヘッドを柄から外す。 

⑥ 使用済みのダスターク

ロスをヘッドから外し、

カートの袋の中に収納

する。 

⑦ 柄とヘッドをカートに

戻す。 

⑧ 小型ぼうきと文化ちり

とりを使用し、集めたゴ

ミを回収する。 

⑨ ゴミの取り残しがない

か点検する。 

 

 

 

⑩ 小型ぼうき、文化ちりと

りをカートの元の位置

に戻す。 

 

 

 

 

 

 

 

・柄の先端には親指

を添えて、押さえ

はもう一方の手

で順手で持つ。 

 

・ヘッドは辺の広い

方を先行させる。 

・入口のゴミを踏ま

ないように足場

を確保する。 

・ヘッドは床から離

さない、叩かな

い、戻らない、ぶ

つけない。 

・ヘッドは、左右の

位置で正確に半

回転させ、横一直

線で前進移動す

る。 

・机の下の除塵も確

実に行う。 

・モップは、・押し幅

が 1/4程度重なる

ように。 

・ごみの上を歩かな

い。 

 

 

 

 

 

 

・ヘッドは、カート 

 上部に、スポンジ 

 面を上にして、邪

魔にならないよ

うに置く。 

・ゴミの取り残しが

ある場合は、小型

ぼうきと文化ち

りとりを使用し

回収する。 

 

 

・ゴミはおがくず

を50ml程度均等

にまいてある。 

 

・入り口も幅木・ 

コーナーも前進

しながら作業す

る。 

 

・乾式モップの持

ち手は、作業途

中で持ち替えな

い。 

 

・点検の際に声を

出さないこと 



課題：弾性床清掃及び机上清掃（作業時間：１０分） 

作業仕様 

作業手順 作業方法 着眼点 備考 

水拭き作業 

（モップ） 

① 水拭きモップは、コート

（作業場所）入口の養生

マットの上でセットす

る。 

② 室内での作業手順は、水

拭きモップ作業手順（別

紙３）のとおり行う。 

③ モップで全面積を拭く。 

④ コーナー・机の足元廻

り・出入口はラーグに手

を添えて拭く。 

 

⑤ モップは適時裏返し、モ

ップ全体を使って拭く。 

 

⑥ モップは横拭きとし、後

退しながら拭く。 

 

 

⑦ 拭き終わったら養生マ

ットの上でモップを外

し、柄とともにカートへ

納める。 

・柄の先端には親指

を添えて、押さえ

はもう一方の手

で順手で持つ。 

・幅木側は押し作業

で行い、拭いたと

ころは踏まない 

 

・机の下部を残さな

いように。 

・幅木・机の脚部に

触れないように。 

・モップは１区画ご

とに１～２回裏

返す。 

・拭き幅の中央付近

に立ち横一直線

に拭く。 

・拭き残し、拭きム

ラのないように。 

・流し拭きになら

ないようにす

る。 

 

・ごく自然な姿勢

でリズミカルに

操作する。 

 

ゴミ箱とイス下ろ

し 

安全に音を立てないように

下ろす。 

・足の上に落とさな

いように注意す

る。 

 

机上拭き 

① 青色タオルを八折りに

して持つ。 

 

② 机の上を青色のタオル

で水拭きした後に、白色

のタオルで乾拭きを行

う。 

③ 机上拭きの作業手順は、

机上拭き作業手順（別紙

４）のとおり行う。 

④ 青色タオル、白色タオル

をカート上部の元の位

置に戻す。 

 

・机の縁を含めて、

四隅から中央へ

と拭きあげる。 

・タオルが汚れた

ら、きれいな面に

変えて拭く。 

 

・横拭き・縦拭きを

行う。 

 

点検 

指差し又は目視点検を行

う。 

・資機材の戻し忘

れ、ゴミの取り残

しなどの点検を

行う。 

・点検の際に声を

出さないこと。 

退室の挨拶 

出口にて、室内に向かって

退室の挨拶を行う。 

・「失礼しました」と

一礼して退出する。  



作業手順 作業方法 着眼点 備考 

資機材の片付け 

作業標示板をカートへ納

め、カートを保管場所に戻

す。 

 

・元の位置に戻す。  

終了の挨拶 

所定の位置に立ち終了挨拶

を行う。 

「終わりました」、 

「終了しました」等

の意思表示を行

う。 

作業終了を申告す

る。 



標準配置図（別紙１） 

床：塩ビシート 



 

別紙（２） 



 

別紙（３） 



 

 

 

別紙（４） 



（１）競技場に準備されているもの 

課題用 

品名 寸法又は規格 数量 備考 

作業用カート ビルクリーニング技能検定資機材に準拠 １台  

作業表示板  １枚  

ワンタッチモップ柄 ワンタッチアルミ伸縮柄 １本  

モップ（房糸） ２６０ｇ白色 １枚  

小型ほうき ３０ｃｍ幅用 １本  

乾式モップヘッド 幅６３ｃｍ １枚  

文化ちり取り ビルクリーニング技能検定資機材に準拠 １個  

タオル 
無地 水拭き用（青色） １枚 

無地 乾拭き用（白色） １枚 
２枚  

ダストクロス ６９ｃｍ幅の不織布 １枚  

ビニール袋 ゴミ袋として使用する。 １枚  

机 ビルクリーニング技能検定資機材に準拠 １台  

イス パイプ式折りたたみ １脚  

ゴミ箱 角型 １個  

 

 

（２）競技者が持参するもの 

品名 寸法又は規格 数量 備考 

作業着（上・下）  １着  

作業帽又は三角巾  １個  

作業靴  １足  

（注意）持参するものは、上記のものに限るが、同一種類のものを予備として持参す

ることは差し支えない。 


